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 親鳥が孵化する雛のために卵殻を破壊するように，ある種の動物では，孵化の瞬間，あるいは孵化

の前に親が特徴的な保育行動を示す．卵生動物の胚は，周囲を覆う構造物（卵カプセル）のなかで発

生を進め，孵化を待つ．卵殻は，胚を外環境から保護すると同時に，外環境からの情報受容を困難に

する，孵化に多大な労力を必要とさせる等の，様々な制約を胚に与える．このような胚の制約的状況

は，親が子の保育をする種において親への強い依存を促進することが予想され，親と胚の複雑な相互

関係が生じている可能性を示唆するものである．本研究は，親が子の保育をするカメムシ種をモデル

として，昆虫の親が示す胚への多様かつ緻密な保育行動を初めて報告したものであり，生物の孵化シ

ステムの理解に，“第三者の協力による孵化促進（協同的孵化）”という視点が重要であることを示し

た．以下にその概要を示す．	
 

	
 1）雌親の振動による斉一孵化の促進：	
 

	
 フタボシツチカメムシは，塊状にまとめられた数十を超える卵のほぼ全てが15分程度で孵化する．

詳細な観察の結果，孵化の瞬間に雌親が卵塊を抱え込みながら断続的かつリズミカルな振動を繰り返

すことで，斉一孵化が促進されることが示された．	
 

	
 2）雌親の卵塊回転による温度を利用した胚発生制御：	
 

	
 フタボシツチカメムシの卵塊は，気温と地温の温度差に常に曝される．雌親は，保護している卵塊

を回転させることで，卵塊のなかの温度勾配を解消し，胚発生速度を斉一化させていることが明らか

となった．このことは，本種の斉一孵化が，段階的に制御されていることを示唆するものである．	
 

	
 3）斉一孵化による血縁個体間の共食い抑制機構：	
 

	
 フタボシツチカメムシの雌親を除去し，孵化の斉一化を妨げたところ，脱皮時における共食い頻度

が上昇することが示された．このとき，早く孵化した個体も遅く孵化した個体も，脱皮タイミングの

ずれにより，全ての幼虫が脱皮の時点で共食いの対象となった．脱皮時における血縁個体への共食い

は，斉一孵化により抑制されることが示された．	
 

	
 4）雌親の振動に強く依存した孵化システムの獲得：	
 

	
 ベニツチカメムシでは，孵化の瞬間に示される雌親の振動が，斉一孵化の促進だけでなく，孵化成

功にも寄与することが示された．一生に一度しか繁殖しない本種では，雌親の手厚い保育行動の進化

と共に，親の世話があることを前提とした孵化システムが進化した可能性が高い．	
 

	
 5）亜社会性ツチカメムシ類における孵化システムの進化背景：	
 

	
 雌親の振動による孵化促進システムは，亜社会性ツチカメムシ類全般で獲得されていることが示さ

れた．亜社会性ツチカメムシ類では，第一に，卵塊化が進化し，それに伴い生じた血縁個体間の共食

いを抑えるために，第二に，多様な保育形質が進化したと考えられる．	
 

	
 

 


